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広報

●認定こども園平成31年度入園児募集について

●２月２８日は町長・町議会議員選挙投票日です

●ごみ出しルールを守りましょう

●議会だより

　　秩父別町ホームページ　　http://www.town.chippubetsu.hokkaido.jp
　　町公式フェイスブック　　https://www.facebook.com/chippubetsutown
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　平成 31年 4月 1日から秩父別町認定こども園に入園する児童を募集します。
　認定こども園の利用を希望される方は「支給認定」を受け、「支給認定区分」により認定こども園をご
利用いただくことになります。
　ここ数年は定員近くの入園児童数となっており、平成 31年度も多くの入園が予想され、中でも３歳
未満児の申し込みが引き続き多くなる見込みであります。こども園の指定管理者（ＮＰＯ法人あおぞら）
では対策を講じていますが、慢性的な保育士不足の中で保育士確保が困難な状況が続いております。
　そのため、3歳未満児の入園申し込みについては、こども園の受入状況及び各世帯の保育の必要性に
より、総合的に入園の可否を決定させていただきます。（申込順ではありません。条件付きによる入園や
保育の必要性により途中退園をいただく場合があります。）
　保護者の就労等に支障を来しかねないことで誠に申し訳ありませんが、状況をご理解いただきお申し
込みくださいますようお願い申し上げます。

対　象　者 支給認定区分

　満３歳以上で教育のみを希望される方 １号認定 教育標準時間（原則４時間）

　満３歳以上で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

２号認定

保育標準時間・保育短時間
　満３歳未満で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

３号認定

秩父別町認定こども園くるみ

平成３１年度　入園児募集

◆【支給認定は3区分】

◆【保育必要量「保育標準時間」と「保育短時間」の認定区分】
　保育を必要とする 2号認定・3号認定については、保育の必要量を、保育を必要とする事由やそ
の状況により、「保育標準時間」と「保育短時間」のいずれかに認定します。

保育標準時間  原則として１日８時間保育   １日最長 7時 30 分から 18 時までの保育が可能

保育短時間  1 日最長８時間までの保育   保育時間８時 30 分から 16 時 30 分

  平成３１年２月１２日（火）～ 平成３１年２月２８日（木）

支給認定・こども園利用申請受付期間

【申請書類】　役場住民課総合窓口グループまたは認定こども園くるみで配付します。

【定　　員】　1号認定児童（平成３１年4月1日現在、3歳から就学前までの児童）　10名
　　　　　　2号・3号認定児童（概ね生後10ヶ月から就学前までの児童）  　　　　70名

【提出・お問い合わせ先】　秩父別町役場住民課総合窓口グループ　電話 33-2111（内線42）
　　　　　　　　　　　　秩父別町認定こども園くるみ　　　　　電話 33-2450

【その他】 　 入園申し込みにあたり3歳未満児の事前説明会は実施しませんが、入園を検討
　　　　　  されている方などでご不明な点は、随時上記までお問い合わせ願います。
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保育を必要
とする事由

事    情 保育の必要量

 就労
 （会社勤務・パート）

 子どもの保護者が月 64 時間以上居宅外で仕事をするため、
 子どもの保育ができない場合

保育標準時間（月 120 時間以上）
保育短時間（月 64 時間以上）

 就労
 （自営業・農業等）

 子どもの保護者が月64時間以上居宅内・外で仕事（自営業）
 をするため、子どもの保育ができない場合

同上

 妊娠・出産

 子どもの保護者が出産前後のため、子どもの保育ができな
 い場合

保育標準時間
（出産後８週間後の月末まで）

 妊娠出産により退職（就業形態等で育児休業の取扱いがな
 い）した場合で、出産後に復職・就労を予定している場合

保育短時間（原則）
 生まれた子供が１歳を迎える
 前々日まで

 育児休業取得時に、既
 に保育を利用している

 当該育児休業に係る子ども以外が既に保育を利用しており、
 継続利用を希望する場合

保育短時間（原則）
 生まれた子供が１歳を迎える
 年度末まで

 保護者の疾病・障がい
 子どもの保護者が病気、負傷、心身の障がいのため、子ど
 もの保育ができない場合

保育標準時間

 同居親族の介護・看護
 子どもの家庭に介護の必要な人や、長期にわたる病人がお
 り、介護・看護のため、保護者が子どもの保育ができない
 場合

保育標準時間

 災害復旧
 火災や風水害、地震などにより、家屋を失ったり破損した
 ため、復旧の間、子どもの保育ができない場合

保育標準時間

 求職活動
 子どもの保護者が求職活動（起業準備を含む）を行ってい
 るため、子どもの保育ができない場合

保育短時間（原則）
最長 90 日まで

 就学
 子どもの保護者が就学（職業訓練を含む、通信制・定時制
 は除く）のため、子どもの保育ができない場合

保育標準時間・保育短時間

 虐待・ＤＶ
 児童虐待を行っている、またはおそれがあると認められる
 場合や配偶者からの暴力により、子どもの保育ができない
 場合

保育標準時間

 その他  上記に類する状態として町長が認める場合 保育標準時間・保育短時間

◆【保育を必要とする事由】保護者のいずれもが次のいずれかに該当する必要があります。

◆【保育料】
　保護者が負担する保育料は、保護者の町民税をもとに決定しています。
　保育料は、4月から 8月までは前年度町民税をもとに、9月から 3月までは当年度の町民税をも
とに決定するため、年度途中で保育料が変更になる場合があります。
※秩父別町の保育料は、子育て世代の保護者の保育料負担を軽減するため、国の基準額より約 50％

  から 70％の軽減や同一世帯の入園児 2人目以降無料などの設定をしています。

※ 10 月からは国による幼児教育無償化の実施が予定されております。

【認定こども園くるみで実施している各種事業】

【一時保育事業】【一時保育事業】8時 30 分から 16 時 30 分（半日単位も可）
　　次の理由のため一時的に保育が必要になった方が利用できます。利用期間は原則として月 14日以内とし、週

　平均３日以内です。　

　　・週数回のパートタイム等の就労や保護者の突然の病気、冠婚葬祭などの急な予定が入ったとき

　　・認定こども園への体験入園をしたいとき　・育児疲れなどにより休養を要するとき

【預かり保育事業】【預かり保育事業】
　　一時保育事業と同様の理由により、１号認定（教育標準時間）児童の保育時間前後、保育が必要になった方

　が利用できます。

【延長保育事業】【延長保育事業】
　　一時保育事業と同様の理由により、２号認定・３号認定（保育短時間）児童の保育時間前後、保育が必要になった

　方が利用できます。

【地域子育て支援センター事業】【地域子育て支援センター事業】
　　子育てサロン、子育てなんでも相談、あそびの広場、子育て講座など、子育て中の親子が集える場所として、

　週５日開設しています。
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　3歳未満児の場合には、提出された証明書について事業所への聞き取り等により保育の必要性を確認
し、入園の可否を決定させていただきます。
　また、児童と同居の世帯員（祖父母等）の状況により、利用の優先順位を調整することがあります。
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● 投 票 日　平成３１年２月２８日（木）

● 投票時間　午前７時から午後６時まで

● 投票場所　秩父別町役場庁舎

● 投票できる方

　　■年齢要件　平成 31 年２月 28 日現在で満 18 歳以上の方

　　■住所要件　平成 30 年 11 月 22 日までに秩父別町の住民基本台帳に記載された方で、

　　　　　　　　秩父別町に引き続き住所を有する方

　　　　　　　　※投票を行う日（期日前投票を含む）に町外へ転出されている方は

　　　　　　　　　投票できませんのでご注意ください。

 お問い合わせ　秩父別町選挙管理委員会（役場総務課内）　電話 ３３－２１１１

の方

期日前投票

　　仕事や行事などで、投票日に投票できないと見込まれる方は、期日前投票ができます。

　　■ 期日前投票の期間　２月24日（日）から２月27日（水）まで

　　■ 投票時間　　午前８時 30 分から午後８時まで

　　■ 投票場所　　秩父別町役場庁舎

　　※期日前投票のできる期間は、告示の翌日から投票日前日までの４日間ですので、

　　　投票忘れの無いようご注意ください。

町長・町議会議員選挙
投票日 平成３１年２月28 日（木）

　町長・町議会議員の任期満了に伴う選挙は、２月23日（土）に告示され、２月28日（木）に
投票が行われます。この選挙は私たちにとってもっとも身近で大切な選挙です。選挙権のある方は
必ず投票しましょう。
　なお、投票日に仕事や行事などで投票に行くことができないと見込まれる方は、期日前投票をご
利用ください。
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ごみ出し

ルール

ごみ出しのマナー低下が目立ちます

ルールは必ず守りましょう！

　きちんと分別されていないため、回収されないまま残ってしまうごみが目立っています。そのため、
他の収集日のごみが収容しきれない、近隣住民が片付けなければならないなど、周囲へ多大な迷惑
をかけています。

　   カセットボンベ・スプレー缶・使い捨てライターの出し方について

　○ カセットボンベ・スプレー缶　→　「燃やせないごみ」
　○ 使い捨てライター　　　　　　→　「燃やせるごみ」　で出してください。
　カセットボンベなどに可燃ガスが残っていると、収集車の火災の原因となるなど大変危険です。
ごみの安全な処理のため、次のことに注意してください。

 〈中身の有無を確認し、必ず中身を使い切りましょう〉
　カセットボンベ・スプレー缶は、振って中の音を確認してください。ガスが残っていると「シャ
カシャカ」と音がします。中身が残っている場合は、使い切るか、火の気のない野外の風通しの良
い場所で排出音がしなくなるまでガス抜きをしてください。

　   生ごみの出し方にご注意ください

　○水切りネットは「燃やせるごみ」です。生ごみと一緒には出せません。
　　→ごみ処理の際に、破砕機の故障の原因となります。
　　　（穴あきビニールは、生ごみと一緒でも可）

　○多量の油をプラスチック製ボトルに入れて出す時は、他の生ごみと一緒に入れないでください。
　　→ごみ処理の際に、破砕機の故障の原因となります。
　　　（別々の有料袋に入れて出す）

　○水気をできるだけ切ってください。
　　→袋全体が重くなり、破れやすくなります。
　　　（中身が多くなるときや重くなるときは、小分けにして出す）

　○有料袋の口はしっかりと縛ってください。
　　→縛り方が不十分な場合は、中身が出てしまいます。

　○有料袋が破けそうな場合は、中身の分かるビニール袋で二重にしてください。
　　→袋が破れると、ごみステーションなどが汚れてしまいます。

お問い合わせ　役場住民課総合窓口グループ（電話：３３－２１１１ 内線 43）

　カセットボンベ・スプレー缶は、穴あけが原因の火災が発生していることから、

環境省では「廃棄する際、穴あけをしない方向が望ましい」とされています。

分別等のルールが守られていなければ回収されません。回収されずに

残ったごみは、出した方が責任を持って持ち帰り、分別し直してください。

広報ちっぷべつ
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議 

会

だ

よ

り
 発行/秩父別町議会
 編集/町議会広報特別委員会

 TEL/0164-33-2111
 （議会事務局 内線25・26）
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。
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０
０
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出
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ドローンで撮影した屋外遊戯場

◇
指
定
管
理
者
の
指
定

【
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】

　

秩
父
別
子
育
て

　
　
　
　
　

支
援
グ
ル
ー
プ

【
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
】

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
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く
り
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ト
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ぷ
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泉
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多
目
的
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設
】
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式
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社
秩
父
別
振
興
公
社

【
育
苗
施
設
】

　

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
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一

般

質

問

【
大
野
議
員
】

　

遊
戯
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
加

え
、
道
の
駅
等
の
整
備
に
よ
り
、

交
流
人
口
が
更
に
拡
大
し
、
お
土

産
と
し
て
本
町
の
特
産
品
の
需
要

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
は
農
業
を
基
幹
と
す
る

町
で
あ
り
、
農
産
物
を
加
工
し
た

特
産
品
を
維
持
・
拡
充
す
る
こ
と

は
、
町
民
の
雇
用
確
保
と
地
域
の

活
性
化
を
図
る
上
で
大
変
重
要
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
本
町
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
は
、
全
国
に
多
く
の

リ
ピ
ー
タ
ー
を
持
ち
、
特
産
品

の
代
表
的
な
存
在
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
原
料
で
あ
る
加
工

用
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
農
家
が

年
々
減
少
し
て
い
る
ほ
か
、
作

付
け
本
数
の
多
い
生
産
者
の
ほ

と
ん
ど
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢

で
あ
り
、
近
い
将
来
、
原
料

不
足
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
い
て

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
生
産
を

継
続
す
る
た
め
に
、
加
工
用

ト
マ
ト
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
の
対
策
が
必
要
と
思
い

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

【神
薮
町
長
】

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
原
料
で

あ
る
ト
マ
ト
が
安
定
供
給
さ

れ
る
よ
う
栽
培
ハ
ウ
ス
の
設

置
補
助
や
苗
の
作
付
け
助
成

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た

ほ
か
、
栽
培
技
術
向
上
の
た
め

の
講
習
会
の
実
施
や
病
害
に

強
く
高
い
収
量
性
を
も
つ
品

種
へ
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
製
造
量
が
ピ
ー

ク
時
の
平
成
15
年
に
は
、
契

約
栽
培
者
46
名
、
作
付
け
本

数
４
５
，
０
０
０
本
、
原
料

生
産
１
６
７
，
０
０
０
㎏
と
な

り
、
１
リ
ッ
ト
ル
瓶
換
算
で

１
３
３
，
５
０
０
本
の
製
造
が

あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
栽
培
者
の
高
齢
化

や
離
農
に
よ
る
農
家
戸
数
の
減

少
に
伴
い
、
個
々
の
農
家
の
経

営
規
模
が
拡
大
し
た
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
栽
培
者
の
確
保
が

難
し
く
、
今
年
は
契
約
栽
培

者
９
名
、
作
付
け
本
数
１
０
，

５
０
０
本
、
原
料
生
産
３
５
，

８
０
０
㎏
と
な
り
、
製
造
量
は

ピ
ー
ク
時
の
約
５
分
の
１
で
１

リ
ッ
ト
ル
瓶
２
６
，
０
０
０
本

ま
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

減
少
に
合
わ
せ
て
、
販
売
割

合
は
、
町
内
が
41
％
、
道
内
が

23
％
、
道
外
が
28
％
、
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
が
８
％
と
な
っ

て
お
り
、
販
売
先
は
町
内
を
優

先
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
振
興
公
社
が
原

料
確
保
の
た
め
に
講
じ
た
対
策

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
平
成
21

年
に
原
料
買
取
価
格
を
値
上
げ

し
作
付
け
誘
導
を
行
っ
た
ほ

か
、
平
成
27
年
か
ら
は
ト
マ
ト

の
試
験
栽
培
を
行
い
、
今
年
は

「
桃
太
郎
」
と
「
桃
太
郎
セ
レ

ク
ト
」
合
わ
せ
て
３
５
０
本
を

栽
培
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

平
成
25
年
に
作
付
助
成
金
の
拡

充
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
年
、

道
内
の
先
進
地
を
視
察
し
作
付

け
実
態
を
調
査
す
る
な
ど
、
原

料
確
保
に
向
け
た
対
策
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
抜
本

的
な
解
決
策
が
見
い
出
せ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
は
、
多
く

の
市
町
村
で
製
造
販
売
さ
れ
て

お
り
、
差
別
化
は
難
し
く
、
原

料
確
保
の
た
め
に
多
額
の
費
用

を
投
じ
て
製
造
す
る
こ
と
は
困

（
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

問答

加
工
用
ト
マ
ト
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
の

対
策
は

原
料
確
保
の
た
め
に
多
額
の
費
用
を
投
じ
て

生
産
す
る
こ
と
は
困
難

難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
将
来
的
に

は
、
新
た
な
特
産
品
の
開
発
を

視
野
に
、
例
え
ば
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
加
工
品
開
発
な
ど
に
シ

フ
ト
す
る
時
期
が
来
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
当
面

は
、
本
町
を
代
表
す
る
特
産
品

「
あ
か
ず
き
ん
ち
ゃ
ん
」
の
製

造
・
販
売
を
維
持
す
る
た
め
、

栽
培
者
や
振
興
公
社
等
関
係
機

関
と
の
協
議
を
重
ね
、
お
か
れ

た
課
題
と
農
家
の
実
態
に
向
き

合
い
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

― 7 ―
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し
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
は
、
本
町
で

初
め
て
の
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
機

会
に
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
自
主

防
災
組
織
や
防
災
士
の
養
成
、

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど

町
民
参
加
型
の
防
災
会
議
を

立
ち
上
げ
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
防
災
対

策
に
つ
い
て
の
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

【
神
薮
町
長
】

　

本
町
に
お
け
る
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
尊
い
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
秩
父

別
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

し
て
お
り
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
町
民
へ
の
呼
び
掛
け
、

議会だより　No.101議会だより　No.120

― 8 ―

平成 29 年に作成した「防災マップ」

問答

防
災
対
策
の
一
層
の
推
進
を

今
後
も
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
く

【
藤
岡
議
員
】

　

近
年
、
異
常
気
象
や
自
然
災

害
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
の
大
阪
北
部
地
震
、
７

月
に
は
西
日
本
豪
雨
、
そ
し
て

９
月
６
日
未
明
に
発
生
し
た
胆

振
東
部
地
震
は
、
甚
大
な
被
害

と
多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

　

幸
い
に
し
て
本
町
で
は
、
地

震
に
よ
る
大
き
な
被
害
に
は
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
北
海
道
電
力
苫
東

厚
真
火
力
発
電
所
が
被
災
し
、

全
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
現
象

が
起
き
、
停
電
が
長
時
間
に
及

ん
だ
た
め
、
町
民
を
は
じ
め
、

役
場
な
ど
の
公
共
施
設
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
農
産
物
集
出

荷
な
ど
に
大
き
な
支
障
を
き
た

避
難
誘
導
、
指
揮
系
統
等
に
つ

い
て
明
記
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
防
法
の
改
正
に
と

も
な
い
、
平
成
29
年
３
月
に
、

従
来
の
３
日
の
総
雨
量
２
５
０

ミ
リ
の
想
定
を
、
千
年
に
一
度

の
確
率
と
さ
れ
る
３
６
１
ミ
リ

に
設
定
変
更
し
て
新
た
な
洪
水

浸
水
想
定
区
域
を
示
し
た
「
防

災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
全
戸

配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
４
月
に

は
大
規
模
洪
水
を
対
象
と
し
た

避
難
勧
告
の
発
令
等
に
着
目
し

た
、防
災
行
動
計
画
で
あ
る
「
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
な

ど
、
年
数
経
過
や
、
地
震
災
害

等
に
備
え
た
対
処
を
加
え
る
な

ど
、
最
新
の
情
報
に
更
新
し
、

災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
自
主
防
災
組
織
の
設

置
立
ち
上
げ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
27
年
第
３
回
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
藤
岡
議
員

か
ら
一
般
質
問
で
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
９
月
の

町
内
会
長
会
議
等
を
通
じ
設
立

を
呼
び
か
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
が
残
念
な
が
ら
今
日
ま
で
、

実
現
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
は
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
自
覚
、
連

帯
感
に
基
づ
き
、
自
主
的
に
結

成
す
る
組
織
で
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
相
互
連
携
・
協
力
が
円

滑
に
行
わ
れ
や
す
い
区
域
を
設
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
今
後
も
町
内
会
長

等
を
通
じ
、
自
主
防
災
組
織
の
立

ち
上
げ
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
防
災
士
の
養
成
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
管
内
で

は
、
滝
川
市
、
深
川
市
な
ど
で

複
数
の
資
格
保
有
者
が
お
り
ま

す
が
、
本
町
の
よ
う
に
小
規
模

で
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ

て
い
な
い
自
治
体
に
お
い
て
、

防
災
士
の
養
成
が
早
急
に
必
要

か
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
町
民
参
加
の
防
災

会
議
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
は
比
較
的
安
全
な
地

域
で
あ
り
、
町
民
参
加
の
防
災

会
議
の
立
ち
上
げ
の
機
運
は
な

か
な
か
高
ま
り
づ
ら
い
も
の
と

推
測
い
た
し
ま
す
。

　

防
災
訓
練
を
毎
年
継
続
し
て

実
施
し
、「
町
民
一
人
ひ
と
り

の
防
災
意
識
の
高
揚
」
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
町
と
し
て
担
う
べ
き

防
災
対
策
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
町
民
及
び
事
業
所
の
皆

様
が
「
自
ら
の
身
の
安
全
は
自

ら
が
守
る
」
と
い
う
防
災
の
基

本
的
責
務
に
基
づ
き
、
自
主
的

な
備
え
や
防
災
意
識
の
高
揚
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨年 10 月に開催した秩父別町防災訓練
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の
だ
が
、
他
に
図
書
館
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
冷
房
改
修
な
ど
、

必
要
と
す
る
工
事
を
選
択
し
、

国
の
補
助
制
度
を
有
効
に
活
用

し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
地
方
財

政
は
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
健
全
な
財
政
運

営
を
堅
持
し
つ
つ
、
町
民
が
真

に
必
要
と
す
る
事
業
の
執
行
に

つ
い
て
、
高
配
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
施
設
・
整
備
の
維

持
管
理
や
工
期
等
に
つ
い
て
も

細
や
か
な
対
応
を
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

　

な
お
、
従
前
か
ら
経
費
節
減

の
た
め
、
維
持
補
修
的
な
業
務

を
職
員
が
実
施
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
感
謝
と
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
町
有
財
産
の
状
況
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
有
地
の
総
面
積
は

約
１
４
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

り
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地

の
う
ち
、
最
も
面
積
が
広
い
の

は
、
中
山
地
区
に
あ
る
旧
土
取

場
の
約
37
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
次
に

旧
町
営
牧
場
の
約
６
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
未
利
用
地
全

体
の
85
％
を
占
め
て
い
る
。

　

町
で
は
、
旧
小
学
校
跡
地
を

定
住
促
進
団
地
と
し
て
販
売

し
、
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ハ
ウ
ス

ら
い
ふ
の
西
側
及
び
中
央
西
、

旭
の
公
営
住
宅
跡
地
に
は
、
民

間
の
有
料
賃
貸
住
宅
に
貸
付
け

る
な
ど
、
町
の
支
出
を
抑
制
し

て
民
間
事
業
者
に
よ
る
宅
地
の

利
用
を
促
す
こ
と
は
、
効
果
の

高
い
政
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
他
、
市
街
地
区
の
空
き

地
に
つ
い
て
、兵
村
団
地
に
あ
っ

て
は
、
市
街
地
か
ら
遠
く
利
便

性
に
欠
け
、
旧
駅
前
団
地
跡
地

は
地
形
が
住
宅
建
設
に
適
さ
な

い
等
の
理
由
で
公
売
等
に
よ
る

売
却
も
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
未
利
用
地
の
管
理

に
あ
た
っ
て
は
、
町
職
員
自
ら

　

本
委
員
会
は
、
10
月
17
日
、

二
つ
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
、

現
地
視
察
及
び
各
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
に
よ

り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
平
成
30
年
度
本
町
の
建
築
・

　

土
木
工
事
の
執
行
状
況
に
つ

　

い
て

　

平
成
30
年
度
本
町
の
建
築
・

土
木
工
事
事
業
は
、
昨
年
度
実

施
し
た
屋
外
遊
戯
場
建
設
な
ど

の
大
型
工
事
が
完
成
し
た
た

め
、
約
３
億
１
千
７
０
０
万
円

減
の
約
１
億
１
千
８
０
０
万
円

の
工
事
が
発
注
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
11
日
現
在
の
発
注

状
況
は
、
建
築
工
事
14
件

５
千
６
０
０
万
円
、
土
木
工

事
16
件
１
億
４
千
８
０
０
万

円
、

下

水

道

工

事

４

件

１
千
６
０
０
万
円
、
水
道
工
事

２
件
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

事
業
内
容
は
、
橋
の
長
寿
命

化
の
工
事
２
件
、
町
道
の
修
繕

工
事
、
保
養
研
修
施
設
の
２
号

源
泉
配
管
設
備
工
事
が
主
な
も

 
所
管
事
務
調
査 

          

を
実
施

草
刈
り
や
、
除
草
剤
散
布
を
行

う
な
ど
町
当
局
の
経
費
節
減
に

向
け
た
取
り
組
み
は
敬
意
を
表

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会
◆

　

議
会
を
傍
聴

　
　
　

し
ま
せ
ん
か

　

当
日
の
受
付
で
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
、
開
催
当
日

に
役
場
２
階
傍
聴
席
入
り

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

第
１
回
町
議
会
定
例
会

は
、３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

長寿命化工事を終えた南 26 号橋
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◆
第
１
回
臨
時
会

　

１
月
15
日
、
第
１
回
町

議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、

道
の
駅
物
産
館
の
指
定
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
と
、
子
ど
も
子
育
て

応
援
宣
言
に
関
す
る
補
正

予
算
な
ど
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

臨
時
会

◆
第
２
回
臨
時
会

　

１
月
29
日
、
第
２
回
町

議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
制
定
並
び
に

廃
止
、
道
の
駅
物
産
館
の

指
定
管
理
者
の
指
定
、
平

成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。



広報ちっぷべつ

平成３１年２月
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東栄町内
種市　敏則さん

みんなの声

【
11
月
】

１
日　

町
政
功
労
者
顕
彰
式

15
日　

道
の
駅
視
察
研
修
（
16
日
ま
で
）

17
日　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

18
日　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
道
外
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
日
ま
で
）

21
日　

全
国
議
長
大
会

23
日　

新
穀
感
謝
祭

28
日　

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
定
期
総
会

30
日　

深
川
地
区
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

創
立
70
周
年
祝
賀
会

【
12
月
】

５
日　

全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

12
日　

全
員
協
議
会
・
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

第
４
回
町
議
会
定
例
会

25
日　

一
部
事
務
組
会
議
会

19
日　

秩
父
別
振
興
公
社
役
員
会

26
日　

第
５
回
北
空
知
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
会
議

【
１
月
】

６
日　

広
報
特
別
委
員
会

８
日　

無
火
災
祈
願
祭
・
消
防
出
初
式

12
日　

成
人
式

　
　
　

神
谷
ひ
ろ
し
新
春
の
つ
ど
い

15
日　

第
１
回
町
議
会
臨
時
会

　
　
　

退
任
議
員
親
睦
会
新
年
交
礼
会

17
日　

商
工
女
性
部
新
年
交
礼
会

18
日　

空
知
町
村
議
会
議
長
会
役
員
会

27
日　

渡
辺
孝
一
新
春
の
つ
ど
い

28
日　

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
議
長
会
議

29
日　

第
２
回
町
議
会
臨
時
会

議会の主なうごき

編

集

後

記

◆
２
０
１
８
年
７
月
、「
日
本

一
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

延
べ
７
３
，
７
０
０
人
が

訪
れ
る
人
気
ぶ
り
で
、
な
ん

と
町
の
人
口
の
30
倍
に
あ
た
る
。

　

屋
内
遊
技
場
「
キ
ッ
ズ
ス

ク
エ
ア
ち
っ
く
る
」
と
合
わ

せ
無
料
で
遊
べ
る
た
め
札
幌

市
や
旭
川
市
な
ど
か
ら
多
く

の
家
族
連
れ
を
呼
び
込
ん
だ
。

　

町
営
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
数

も
前
年
比
で
約
４
・

５
倍
増
と

な
り
、
飲
食
店
も
潤
い
を
み

せ
る
。
こ
の
賑
わ
い
を
維
持

し
た
い
も
の
だ
。

◆
世
相
を
一
文
字
で
表
す
「
今

年
の
漢
字
」
が
「
災
」
に
決
ま
っ

た
。
西
日
本
豪
雨
や
胆
振
東

部
地
震
な
ど
自
然
災
害
の
多

発
、
事
件
や
事
故
な
ど
が
人

災
と
し
て
挙
が
っ
た
。

◆
稲
作
に
お
い
て
は
８
年
連

続
の
豊
作
が
期
待
さ
れ
た
が
、

無
念
に
も
作
況
指
数
90
の
不

良
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
教
訓

と
し
て
次
年
に
生
か
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
岡
）

　妻の薔薇への愛着と故原田森成さん
との縁で、秩父別町に住んで早６年。
多少のギャップは感じつつも、自然の
中で自由に過ごすのが私達夫婦の理想
でした。
　私が秩父別町に来て、一番の感動は
「お米が美味しい」ことです。ゆめぴり
かの粘りのある柔らかな食感は、私の
嗜好にピッタリです。秩父別町がぐん
と身近な存在になりました。
　そんな秩父別町にも、少子高齢化・
過疎化の波が押し寄せております。町
長を中心として、先見性のある対策が
なされていることを頼もしく思います。
微力ながらも秩父別町活性化のために、
お役に立てればと思っております。
　過疎化する地方共通の悩みは、流出

を減らし若者が魅力と感じる“働きの
場”をどう確保するかにあると思いま
す。空知は日本最大の米どころで、稲
作産業により安定した基盤を築いてお
ります。その稲作産業は転換点を迎え
ており、新たな産業を育成し、新しい
農業との相乗効果を計るべきと私は考
えます。それが観光産業であり海外か
らの観光客誘致です。
　私は、札幌にある新陽高校の校長を
していた頃、タイのチェンマイ市にあ
る学校と新陽高校の交流を築いてきま
した。また、札幌のボランティア団体
の代表にもなり、東北タイの学校へ日
本人の日本語教師を派遣する活動にも
関わりました。
　タイから北海道には、タイ国際航空
とLCCエアアジアの２社が定期便を運
行しています。タイ人にとって北海道
は魅力的な土地です。
　北海道旅行に来る外国人観光客をい
かに秩父別町に誘致するか、町の取り
組みに期待しています。
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